
・手先の発達としてファスナーの着脱の練習ができます。
・綿とフェルトを使用している為触りごこちが良いです。
・リアリティを追求するために切り身に筋を付けました。
・鮭には切り身だけでなくいくらも入れました。
・実際に魚を捌くことはできないが、おもちゃで魚を捌く見立て遊びができます。
・魚を捌く、切り身をとる、お寿司屋さんごっこをするなど、それぞれの工程が子どもたちにとって楽
しめるようになっています。
・鯛の切り身には色鉛筆で色を付け、よりリアリティを追求しました。
・魚だけでなく、ホタテやたまごも作ったことで、見た目も楽しくなるようにしました。
・いくらにはきゅうりも一緒にのせて楽しめるよう、マジックテープの大きさや位置を工夫しました。
・「へいお待ち！」とお寿司を渡すなど他社との関わりも生まれます。

・工夫した点・アピールポイント
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